
 　一国文学史の成立が「近代国民国家」の確立に
不可欠なものだとしたとき、文学の創造は、文学
史の最先端を走り、近代の歩みに並走する試みで
あると同時に、文学史が形を成すそばからそれを
撹乱するような営みであるとも言える。漱石も鷗
外も、芥川も谷崎も、日本文学史の構成要素であ
るだけでなく、撹乱者なのだ。そう考えたとき、
戦後文学のなかで、記紀や仏教説話や説経節や近
代文学の編成全般に撹乱を仕向けたのが中上健次
だったのではないかと思う。その生誕80年を記念
して刊行された『ユリイカ臨時増刊　中上健次』
（青土社）を読みこんだうえで、さらに議論を深
めたい。
　本企画は、同特集の執筆者に声をかけ、日本
史、さらには世界史の闇の部分に迫ろうというも
のである。
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企画責任者・全体司会：西成彦（上席研究員）

第1部 研究発表会

の

１３：３０－

第2部 『ユリイカ臨時増刊　中上健次』

合評会      １５：３０－

なお本研究会は、会場でも、
オンライン上でもご覧いただ
けます。
ただし、現地での傍聴希望、
およびオンラインでの傍聴希
望の方は、前日11月28日ま
でに事前の登録をお願いいた
します。
氏名と肩書を記したメールを
西（mas-nis@nifty.com）
までお送りください。


